
【ロジック】	

・２つのDMhaloに注目してシミュレーションする．MvirはUFDが3*109Msun, classicalが1*1010Msun． 
・classicalの方は３つの星形成史を考慮．各々のパラメータは表1． 
図１：MZR．赤シンボルが今回の結果．この他にもM*-rhalf関係やM*-Mhalo関係も再現出来ている． 
図２：SFRとcumulative SFR．SFRの赤と黒は横軸のビンを108yrと109yrにした場合で，上からUFD, 
Dwarf_late, Dwarf_middle, Dwarf_early．UFDに注目すると，再電離(z=6)以降も星形成を行えている． 
これはより小スケールのcold, dense gasの自己遮蔽効果が見えている為．Dwarfに注目すると，z~3を境に星形成史の質が変化している． 
 ・z>3は“rapid assembly phase”で，衝突・合体によりダークハローも星質量も効率的に成長する． 
 ・z<3では質量降着率が減少し，一方でフィードバック効果が顕著になりSFRがflatになる．このフェーズになると，フィードバックで飛ばされた 
　ガスが戻ってきて星形成を繰り返す． 
図３：z=0でのダークハロー密度プロファイル．左がUFD，右がDwarf． 
星形成を長く続けている(Dwarf_late)ほど，コア半径の大きなコア構造を作る． 
Dwarf_earlyはz~2にコア構造が卓越していたが，カスプが再生される。 
UFDのようなM*<105Msunの銀河はフィードバックによってコア構造は 
作れない。  
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【アブスト】	

Ultra-high resolution cosmological hydrodynamic simulation (FIRE)を用いて，UFDとclassical dwarfの星とダークハロー成分を調べた．その結
果，銀河の質量-サイズ関係や質量-金属量関係を自然に再現できた．またUFDの星形成史を見ると，再電離後2Gyrは星形成を継続できる事が明
らかになった．最後に星形成史と中心部のダークハロー構造について調べると，z~2以降に星形成しているdwarfほど，コア構造をもつ事がわかった．
したがって，ダークハロー構造の変化は銀河のM*/Mhだけでなく(Di Cintio+ 2014)，星形成史にも相関を持つ。 
【ゴール】　	

矮小銀河形成史とそのダークハローの理解	


【オリジナリティ】	
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【感想(気がついたこと)】 
・UFDダークハロー構造を観測から詳しく調べたい。 
・これからの時代、矮小銀河形成史はシミュレーションか。 
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